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1. 期間
開始 ：２０１５年５月
終了（予定）：２０２０年２月

2. 最終目標
ＺＥＢ適用型太陽電池モジュールの建材としての利用期間（４０年間以上の運転期

間）にわたる運転期間内総発電量（kWh/ 運転期間）を推定する評価方法を開発する。
既設置の太陽光パネルに対しての長期信頼性評価に要する期間は１００日以内とし、
発電量実績データから算出される運転期間内総発電量を元に、太陽光パネルとしての
継続利用機能耐用年数（継続利用可能期間）を推定する評価技術（推定精度５％目
標）を開発する。

3.成果・進捗概要
ＺＥＢ適用型太陽電池モジュールの建材としての利用期間を想定し、火災発生など

製品安全上リスクのある劣化モード（配線接続部の高抵抗化等）の加速評価技術を開
発した。通常の温度サイクル試験に対して配線接続部の高抵抗化を１００倍加速して
評価できることを見出した。接続部の寿命評価に関しては、運転年数３０年を想定し
た応力の繰返し負荷試験を行い、耐用年数３０年を３０日以内に評価可能となった。

事業概要
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消費者安全法第２３条第１項の規定に基づく事故等原因調査報告書
住宅用太陽光発電システムから発生した火災事故等（２０１９年１月２８日）より抜粋

建築物同等の長期耐久性と安全性
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建築物同等の長期耐久性と安全性

■電気接続の長期耐久性（セル間・インコネ部）

■封止構造の長期耐久性（耐デラミ、外観維持）

カバーガラス デラミ部

（インコネ部）バックシート

封止材
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電気接続の長期耐久性確保のための設計検証

モジュール加速試験
（ＡＴＣ試験）

構成ユニット加速試験
（引張試験）

発熱
フィードバック

不具合箇所特定評価
（発熱解析） 6/ 15



不具合モードの再現と加速試験方法

（２）インコネ部接続不良

（１）インコネ線断線

温度サイクル試験高温時にインコネ線断線と接続不良を再現
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Rs（ｔ） = Rcell （ｔ） + Rjoint （ｔ） + Rtab （ｔ）

接続部加速評価サンプルの直列抵抗要素

・ＰＮ接合変性
・印刷電極はがれ

・亀裂
・断線

・亀裂
・はがれ
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構成ユニットによる接続部の加速評価

 

接続部の耐用年数評価期間としては30日以内で可能。

ガラス封止構造、耐用年数３０年を想定した
繰返し負荷試験を実施
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室温

高温

室温

高温

良品 不良品

ガラス封止相当

構成ユニット加速試験による設計検証

使用環境（温度変化）を考慮した接続部の設計検証が可能
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モジュール加速試験による接続部の加速評価

配線接続加速評価サンプル

通常サンプル加速

試
験
中
印
加
電
圧
の
変
化
率

モジュール加速試験（ATC試験）により高抵抗化現象の加速評価可能
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モジュール加速試験による設計検証

不良品

良品

構成ユニットによる加速試験で確認された耐久性と整合
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配線 Siセル

接続
領域

配線の組成
（半田メッキ）

配線接続時の
加工条件（熱・圧力）

半田メッキ厚の不均一化

セル／配線接続面積の低下
（接着強度の低下）

熱応力による接続界面の剥離
(部材の膨張係数の差)

サンプルA（抵抗増加大）

接続部剥離に至った想定メカニズム
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発熱位相像 光学画像との重ね合せ

発熱解析による不具合箇所特定評価

微小発熱解析により、接続部の高抵抗化箇所を高感度に特定可能。
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まとめ

ＺＥＢ適用型太陽電池モジュールの建材としての利用期間を想
定した電気接続の長期耐久性を設計検証するための一連の評
価技術を開発した。

モジュール加速試験としては通常温度サイクル試験の１００倍
加速して評価可能。構成ユニットによる接続部の寿命評価として
は、運転年数３０年を想定した応力の繰返し負荷試験を行い、耐
用年数３０年を３０日以内に評価可能となった。

また、高感度で不具合箇所を特定することができる発熱評価技
術を見出した。
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